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蛭子
　これから第Ⅱ部をはじめさせていただきたいと思い
ます。コーディネータ務めさせていただきます、新潟
日報三条総局長の蛭子と申します。よろしくお願いし
ます。
　先ほど高野先生が、まだしゃべりたいことがあると
おっしゃっていましたが、私も今日、高野先生と初め
てお会いしたのですけれども、この話は聞きたいとい
うのがあります。チラシ
に高野先生のプロフィー
ルに書いてあったと思い
ます。今ほどはお米の話
でしたけれども、羽咋市
をUFOの町として、まち
おこしに成功されていま
す。人によっては、聞きたいと思っているかもしれま
せん。その話を少しうかがいたいのですが、よろしい
でしょうか。
高野
　私は、臨時職員で役所に入ったんです。最初は社会
教育課、今でいう生涯学習課だったんですけれども、
臨時職員の上にいた方が、いつも「まちおこしシンポ
ジウム」「第何回まちづくり会議」とかをやっていらっ
しゃる方だったんですね。
　そこで、ある素朴な質問をぶつけたんです。いつ始
めるんですかと聞いたら、「二度と口利くな。」と言わ
れたんです。彼がやっていることは、毎回シンポジウ
ムだけなんです。まちづくりをいつ始めるんですかと
言ったら、二度と口を利くなというんです。「わかり
ました、勝手にやっていいんですか？」と尋ねたら、「お
まえは臨時職員だから、予算はつかないぞ。やれるも
のなら、勝手にやってみろ。」と言われたので、勝手
にやろうとしたんです。
　何を言いたいのかというと、まず自分たちのところ
を、否定する人間がいる。ここが悪い、あそこが悪いと、
悪いところだけを言う人がいっぱいいるんです。良い
ところを誰も言わないんです。
　実は、「ギネスブックづくり」というのを最初にやっ
てみたんです。何がこの町の一番か。とにかく一番す
ごいものを徹底的に集めたんです。それは文化から、
人から環境から、ありとあらゆる分野にわたって。先
人もですね、すごい偉人
がいたのだと。それを全
部並べてギネスブックづ
くりをやっているさなか
に、不思議な古文書にぶ
つかったんです。それは
西山から東山へ麦わら帽
子の形をしたようなものが、夜な夜な光って、空を飛
んでいる。これを見た瞬間、これはUFOじゃないか
と思ったんです。
　私は、『11ＰＭ』という番組を作っていました。しかも、
UFO特番をつくっていたんですね。吉田照美さん、
高田純次さんの時代です。巨泉さんなんかとよく会う
んですね。『EXTV』という番組に切り替わるときまで、
『11PM』に関わっていました。11弾から16弾では私
の作品です。実は、飛島竜一というペンネームで企画
構成をやっていました。
　それを見たときに、これはUFOだと思って、すぐ
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にやろうと思ったんです。UFOをテーマとしてまち
づくりなんてどこもやていなかったので、これはいけ
ると思ったのです。
　何を最初にしたかというと、まず宣伝です。古文書
のコピーしかないのに、宣伝を先にやったんです。な
ぜかというと、真逆のことをやったんです。今やった
のと同じように、実は外電を使ったんです。外から内
側へ入ってくるような、情報の伝達をやって、例えば
旧共産党、ソ連の共産党を社会主義青年同盟の読んで
いる本などにもお願いし、機関誌新聞、そこにも出し
たりしたんです。あるいは南米の最大の新聞、『グロー
ボ』という新聞、そこにも掲載されましたし、『ウォー
ル・ストリート・ジャーナル』の記事にも掲載しても
らったんです。
　国内や地元がほとんど知らないのに、海外がみんな
知っていて、UFOでまちづくりを始めたという情報を、
そこら中に流したんです。それで内側へ入ってきたん
です。
　なぜそんなやり方を取ったのかというと、田舎の人
間、私たちを含めて、内側から始めると特定の人の許
可をもらわずにやると、内側を壊すだけで終わってし
まうんです。外から入ってきたものに関しては、抵抗
から始まるんです。このことに気が付いて、外から投
げかけをして、煽ったんです。
　その次にやったことは、仲間のチームに同僚がい
たので、明日からUFOうどんを作れと言って、いき
なりUFOうどんを作らせたんです。そして、特ダネ
になると言って、週刊プレイボーイに投げかけて、
UFOうどんの特集を組んでもらったんです。それが、
たったうどん１杯に６ページも組んでくれたんです。
　どんなうどんかというと、三角の揚げに鳴門が付い
ていて、渦巻き状になった貝割れ大根があって、生卵
が１個とワカメが載っているんですね。月夜の晩に、
草むらにUFOが降り立っている姿だと、これを名付
けて「元祖UFOうどん」ですといって、それを日本
で初めてだと宣伝したんです。
　週刊プレイボーイって百万部出ているんです。その
週刊プレイボーイを片手に、本当にうどんを食べに
来てしまったんです。そこから火がついたんです。
UFOうどんですごいのだったら、ラーメンで、いや
パン作ろう、あれ作ろう、これ作ろうといって、商店
街も一緒になって盛り上がってくれたんです。出るた
びに、私たちもまたそれをメディアへ告知しました。
　その次に何が起きたか。
　行政というのは尻が重いんです、なかなか動こうと
しない。ところが、ある議員から、「俺は明日、代表
質問がある。おまえたち頑張っているな。俺が質問
してやる。」と言われました。そのときに、「ついに
UFOに市民権。確定かどうかも分からない！」と、
勝手にファクスを使って仕掛けたんです。
　それを「６月の定例議会、何時何分からの代表質問
で、何時からの予定」と書いたのです。
　市民権を得るかどうか分からないのに、「ついに
UFOに市民権」と書いて、「家の光」から「ケーブル
テレビ」まで20数社が来ました。普通、傍聴席には一
人か二人しか市民がいないのに、その日に限って、右
から左にカメラの傍聴です。テレビ局も呼んでしまっ
たので、カメラも２台入りました。
　そうしたら、市長も取って代わったんです。われわ
れ地区の青年が、勝手にやっていることで、行政とは
関係ないと表明したつもりが、議長が始まっていきな
りの３時９分に市長の答弁を変えてしまったんです。
　「そろそろ役所もテコ入れしてよい頃です。」と、答
弁自体が変わってしまったんです。その翌年に、「何
がやりたいんだ、予算付けるから。」と言いだしたん
です。
　そして国際会議が開けるようになって、会議には人
口２万人ちょっとのところに、４万数千人の人が来た
んです。ものすごい盛り上がったんです。こんなに人
が来て、こんなに経済的に潤うのなら毎年やってくれ
というような話になったのです。
　そしてその次に仕掛けたのは、「宇宙の出島、能登
羽咋プロジェクト」として当時の自治省に採択された
構想で、UFOの形をした博物館の建設です。端数を
省いて言いますと、52億６千万円です。そんな金は羽
咋市にはありません。インフラの補助事業に引っ掛け
たんです。２百いくつの応募があって、８カ所のうち
の１カ所が残ったんです。
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　そして、初めての国の資金で、UFOの形をした博
物館をつくることができたんです。プロの業者に依頼
してもできないということがわかったので、プロとい
う業者は徹底的に省きました。例えば本物のロケット
を持ってきてくださいと言っても、鼻でフっと笑うだ
けで「そんなのできるわけないじゃないですか。」と
言われたんです。
　僕は心に火がつきやすいんです。人ができないとい
うことをやる楽しみがあるんです。「町役場の職員に、
ロケットとか月の石なんか持ってくるわけないじゃん。」
という言い方をされたんですね。カチンときたので、
僕は市長に、「３カ月間渡米させてください。全部ま
とめてきますから。」と談判しました。15万円の予算で、
滞在費はありません。往復の渡航旅費プラスアルファ
です。３カ月間で15万円を持たされて、アメリカへ行っ
て、NASAと直接交渉して、月の石とかを百年間タダ
で借りてきたんです。
　旧ソ連の宇宙局にも連絡して、アメリカに持ってき
ました。ソ連から運び出し、ダラスのほうから荷物を
入れて、カンザス州のホテルの約束したところまで持っ
てこさせて、そしてそれが本物かを確認しました。
　こうやって、米ソのものをかき集めてきて、小さな
博物館で９百平米ぐらいしかありませんけれども、そ
の展示室の中に全て本物を並べたのです。
　なぜそこまでこだわったかというと、偽物はつくっ
た瞬間、価値がなくなってしまうからです。本物は置
いた瞬間から、歴史的な価値が出てくるのです。
　日本の博物館は、レプリカばかりなんです。それは
アメリカにいるときにスミソニアン博物館のオペレー
ターと話をしていてわかったんです。「日本に博物館、
いくつある？」と聞かれて、「２百いくつあるよ。」と
言ったら、彼女は「ゼロだね。」と言ったんです。「な
ぜ、おかしいよそれ。」と言うと、「じゃあ私が聞くけ
ど、日本人は鋼鉄でつくったロケットを飛ばしている
のか？」と言われたんです。「私が、上野にある国立
科学博物館に行ったときに、正面玄関に立っていたロ
ケットは、鉄でできていた。うちの博物館に鉄ででき
たロケットはどこにあるんですか？」と聞かれたんで
す。よく見ると、そこにあるものは、全部本物なんです。
　博物学という考え方は、日本に輸入されてから軽薄
化してきたんです。ですから、僕はどんなに小さくて
もいいから、本物の博物館をつくりたいと思ったんです。
　それでUFOをテーマにした博物館づくり、宇宙と
UFOをテーマにした博物館づくりを、業者ができな
いと言うのでやってみたということなんです。これも
ずいぶん業者さんと喧嘩しました。
蛭子
　ありがとうございます。本当に、先ほどのお米の話
と、このUFOの話にしても、可能性があるかないか
というぐらいのところから、きちんと形にされている
というところがものすごいと思います。
　先ほど神子原米の話がありましたので、今度は地元
で活躍されている、各地域のブランド、それから今ど
うあるというところを聞いていきたいと思います。今
井さんからいいですか。
今井
　皆さん、こんにちは。田上町町議会議員をしており
ます、今井幸代と申します。はじめましての方もいらっ
しゃいますし、今日こうやって来られた皆さんのお顔
を拝見すると、何度かお会いしていらっしゃる方もい
らっしゃいますが、簡単に自己紹介だけさせていただ
きます。
　私は、前回の統一地方選挙から、この仕事をさせて
いただいて、約３年半経つところです。26歳で初当選
をさせていただいて、も
う29歳になりました。娘
が一人おりまして、子育
てをしながら、今のこの
仕事をさせていただいて
います。
　まちづくりの担い手と
いうことで、今日、呼んでいただきまして、大変あり
がとうございます。私が考えているまちづくりの在り
方などを、皆さんと一緒に考えていければと思います
ので、よろしくお願いします。
　まずは、地域ブランドということなんですけれども、
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うちの町は、皆さんご存じのように、温泉とかゴルフ
場があります。時期になれば、地場のタケノコなどは
非常に人気がありまして、県内各地から、お求めにな
られる方もいらっしゃいます。
　うちの町の特産物でいえば、畑のモモ、ウメ、「越の梅」
というウメがあります。ほかに何があるかと言われる
と、基本的に私はすごく自然が豊かな場所だなと思っ
ていまして、登りやすく、大人の方なら40分ぐらいで
回れる「護摩堂山」という、その昔に修験者が修行さ
れた山もあります。
　皆さんがよく知っていらっしゃる、町ブランドとい
うと、そういうところなのかなと思っています。
　まずはこんなところでよろしいでしょうか。
山田
　皆さん、こんにちは。僕も簡単に自己紹介をさせて
ください。
　2010年度、加茂青年会議所で小京都まちづくり委員
会の委員長を務めております、山田宗と申します。
　僕自体は、仲町の商店街で、「菜工房ヤマダ」とい
う家業を経営をしております。先ほど、蛭子さんから
おっしゃっていただいたように、今までとこれからと
いうことですが、僕自体は３年前に加茂に戻ってまい
りまして、その後、加茂青年会議所に入会しました。
今年、まちづくりの宴会などをおおせつかっています。
　実は３年前に戻ってく
るまでは、加茂青年会議
所がどんなまちづくりを
行っているのか、まった
く知りませんでした。実
際、何をやっているのか
というと、約10年前に僕
の知らない先輩の皆さんが、グランドデザインという
かたちで、まちづくりの計画を立てました。
　これは委員会の名前にもあるように、小京都という
ブランドをこの地域に構築しようという取り組みでし
た。その一環として、ご存じの方もいらっしゃるかも
しれませんが、加茂山では「AKARIBA」いう活動も
やっております。これもブランドを構築する上での、
ひとつの手段だと見てください。
　おかげさまで、８年かけて、僕の知らない時間も含
めてですけれども、いろいろな方に協力をしていただ
いてAKARIBAをやってきました。今年は４万５千人
というたくさんの方に来ていただいています。
　そういったかたちで、青年会議所としてはブランド
の構築をいろいろしております。
蛭子
　はい、ありがとうございます。AKARIBA、今年、
私も見ましたけれども、すごくいいですね。
　小京都という言葉がありましたけれども、結構日本
全国では、本家の京都があり、小京都をうたっている
町がまだいっぱいあるのではないかと思います。どれ
ぐらいあるのか、お分かりですか。
山田
　およその数であれば、たしか50カ所ぐらい、日本各
地にあります。その中で、加茂青年会議所が考えてい
るのは、まったく京都と同じような形で、この地域を
ＰＲするのではなくて、ひとつは情緒、風情があると
いう部分ですね。そもそもなぜ、小京都かというと、
歴史的観点から京都とつながりがあるということと、
景観が似ているということから、加茂は小京都と言わ
れています。
　そうであれば、加茂はどういった形で、この地域をバッ
クグラウンド化できるのかといったときに、情緒、風情と
いう言葉を使ってやろうと。その結果、AKARIBAとい
うやり方が生まれたのだと思います。
蛭子
　先ほどの高野先生のお話とは逆というか、今度は似
ているものがあるかもしれないという中で、個性を出
していったという難しさ、困難さがあるかと思います。
いきなりで申し訳ないのですが、高野さんがこれまで
やってこられたものは、本当に道なき道を切り開いて
きたと思うのですが、ほかにもしかしたら似たような
ものがあるという中で、独自のブランドなり、独自路
線を切り拓いていくために、何か必要なことというの
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はありますか。
高野
　お米をブランディング化しようと思ったときに、と
にかく世界のブランドを目指そうと思ったんです。世
界のブランドを目指さないと、国内ブランドだと落ち
着かないんですね。地域ブランドをつくるとすると、
本当に限定された、小さな、そこだけ知っているけど、
近所の人は知らないというブランドに落ち着いてしま
うんです。それではワンランク落ちると思って、やり
続けたんです。
　ですから、本当にこの地域ブランドをつくろうとす
るときには、国内を越えて、海外のブランドをつくろ
うとするときに、やっと国内ブランドに落ち着く。そ
う思っていただければどうかなと思っております。
　競合する相手が多いのだったら、特化しなければい
けないんです。道をたてて、とにかく人のやっていな
いことを目指そうとしたんです。神子原村のお米とい
うのは、ＡＮＡの国際線のファーストクラスの指定に
までなっています。北米線と欧米線です。
　ですから、どこもやっていない指定を受けるという
のが価値付けみたいなことをやっていたんです。取り
組みは平成17年で、いきなり翌年の18年でしたから。
先ほど見ていたスライドの中にあったのですが、説明
はしませんでしたけれども、読売新聞にいきなり「ブ
ランド米」と書かれたのです。誰が選んだのか。それ
は、消費者です。
　だから、いかに消費者が本当にブランドだと思って
いるかどうかという、そういった心理構造の分析にな
るんですね。地元だけ知っていても、ほかの人が知ら
ないのではなくて、逆に地元は知らなくても外の人が
知っているという、ものづくりみたいなことを考えて
いかなければと思いました。
　あるいは、特化することです。これは真似できない
というところまで、すごく高く引っ張らせるんです。
山が高くなると、裾野が広がっていくんです。風呂敷
でも何でも皆さん高く持っていただくと、裾野がどん
どん広がります。
　それは何かというと、米の価値を異常につり上げる
と、ほかのものが売れ出すんです。そこの直売所で、
お米の売れ高は何番目かというと、６番目、７番目で
す。一番何が売れているのは、野菜なんです。その次
は、缶コーヒーなんです。お米はずっと順位が下がっ
て、売れるときに何をしたかというと、売らないこと
が売れる方法だと考えたんです。
　東京都内の、成城から売ってもらいたいと言われた
ときは、お米があっても売らなかったんです。自由が
丘、売りません。目白、売らない。富裕層のお住まい
になっているエリアからお電話があったときに、「売
り切れました。行きつけのデパートにお問い合わせに
なったらいかがですか。」と、全部断ったんです。約
60件ぐらいです。それではデパートにあるかどうかで
す。ないです。もしそこまで特化して、ブランドをつ
くっているのであれば、そのブランドは東京の有名な
デパートに行けばあるはずなんです。それが、なかっ
たらブランドじゃないでしょう。デパートというとこ
ろは、とにかく徹底的にブランドを置くところなんで
す。だから、そこにあれば本物です。近くに安売りが
あったら、それはブランドじゃないですよ。
　私たちは、頭を下げて、デパートに置いてくれと頼
まなかったんです。デパートからどうしたら頭を下げ
て、「お願いですから、あなたのところの商品を置か
せてくれ。」とくるかと思ったんです。そして60件ぐ
らいお断りをして、勝ち取ったのは何か。日本橋にあ
る有名な老舗デパートですけれども、そこのバイヤー
が「少し残っているなら、それをよこしてくれ。」と
電話をかけてきました。向こうが頭を下げてくると、
こちらの言いなりになるんです。デパートに頭を下げ
ると、大変なことになるんです。
　２年目はそのデパートには売りません。頭を下げて
くるまで絶対売らないんです。こちらから話を持ちか
けていかないんです。東京都内の老舗デパート、有名
デパート、全て１回は総なめしました。今は置かなく
てもいいです。なぜなら、85％が前年の予約でうまっ
ているからです。つまり手持ちで売ることができるのは、
この神子原村で売ることができるのは、たった15％し
かないんです。つまり１カ月持たないんです。次に何
が起こるかといえば、また来年の予約が入るんです。
－ 22 －
　要するに、どうすれば集まってくるか、持続性、継
続性が出てくるかを考えるんです。なぜだか、売らな
いというのも売る方法のひとつなんです。お願いです
から買ってください。頭を下げて売るということだけ
はやめたんです。
　これは良いか悪いか分かりませんけれども、人の心
理を考えて、ものを売るしかないんです。ルイ・ヴィ
トンが近くの安売りショップで売っていたら、誰もブ
ランドだと思っていないはずなんです。それと同じ構
図を考えてみたんです。
蛭子
　今井さん、田上も先ほどの梅みたいな、たとえば、
梅干しとか、それをさらにブランドとして商品化とい
うことで、計画されているようなこととか、計画まで
いかないけれども、何かないですか。
今井
　町のほうでいえば、「湯田上スイーツ」というかたちで、
地場の果物であったりモモであったり。地場で取れた
エダマメであったり、それは地域の地のものを使って、
湯田上温泉でデザートをつくって、湯田上スイーツと
いうかたちで年間を通して、おいしいスイーツが食べ
られるというかたちで、温泉組合のほうが頑張ってい
るという部分があります。あとは、六次産業化、農商
工連携というところで、地場の農産物を使って、加工
品をつくっていこうという協議会ができて、梅酒であっ
たり、梅醤油であったり、梅ドレッシングであったり、
あとはル・レクチェなどをつくっている農家の方もい
らっしゃるので、ドレッシングとかそういった加工品
を開発しているところではあります。
　でも、それが今現在、ブランド化されているかとい
われると、まだまだ道半ばというところではあります
けれども、体制としてはそういったところで取り組ん
でいるところです。
蛭子
　情報発信とかで、これは難しいなということはあり
ますか。
今井
　広報戦略を考えるのが、うちの行政はあまり得意で
はないと思う部分もあるんですけれども、そういった
専門知識がある人もなかなかいません。ただ、もった
いないと思うことは、町でこんなことがありました、
こんなのができましたということを、もう少し各報道
機関に対して、うちに取材に来てくださいというアピー
ルを、もっとやってもいいんじゃないかと思うんです。
たぶん新潟の地域柄かもしれませんが、非常に奥ゆか
しいといいますか、謙虚といいますか、あまり自慢を、「俺
は、これがすごいんだ」というアピールが、なかなか
皆さん苦手という気質もあって、町として、またそう
いったブランド化をしていくための広報戦略を、どう
考えていくかというのは、まだまだ勉強していかなけ
ればいけないなと思っています。
　やはり根本にあるのは、奥ゆかしいといいますか、
謙虚といいますか、そういった気質があるのかなと思っ
ています。
蛭子
　山田さんは、情報発信とか広報戦略で、どういうと
ころを狙っていますか。
山田
　情報発信といった部分でいいですか。
　僕の仲間や、うちのおやじもそうなんですけど、個々
にFacebookやSNSで情報発信をしていて、自分の店
の食べ物とか、商品をすごいＰＲするのが上手な方が
たくさんいるなとお見受けする中で、僕もそうですけ
ど、ただ皆さんお住まいのところで、たぶん好きなと
ころが多々あると思うんです。どこどこのお店のあれ
がおいしいとか、どこどこの農家さんの果物、お米が
おいしいとかあると思うんですけれども。そういうの
を、内々に収まっていますね。
　これからブランドを確立しようといったときに、難
しくなってくるのは、これだけインターネットや情報
がたくさんある中で、どうやって差別化をしようかと
いうところなんですよね。おいしいお米がたくさんある、
まさに新潟はそうだと思うんです。そういったときに、
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どうやってブランド化をしていこうかと考えたときに、
そもそも高野先生がおっしゃっているように、価値と
かブランドというのは消費者が決める部分だと、本当
に僕はそう思うんですね。僕らがどれだけいいと言っ
ても、食べてくれる人が、「これどうなのかな」と言っ
てしまえば、それは価値にならないわけですよね。
　あるならば、生産者、作り手の皆さん、提供する側
として、そもそもそれに対して、ちゃんと価値を見い
だしているのかというのが、気になるところなんです。
これは発信していこうといったときに、高野先生みた
いに、外から認めてもらう価値をつくって、中に持っ
てくる方法もひとつあると思います。
　では、僕らが、内から発信していこうといったとき
に、発信する人たちは、自分たちが地元で作っている
お米とか、果樹とか、そういったものに対してどれだ
けよさを思っていてくれているのか。
みんな一人ひとり思っていると思うのです。それを何
とか、形にできればいいのかなと考えています。
　
蛭子
　失礼を承知で申し上げますが、奥ゆかしさのかけら
も感じられない、高野先生に質問させていただくので
すが、情報発信で、先生がこれまでされてきたこと、
今お話しされていたことは、私の新潟日報三条総局長
の立場からすると、「（これをされては、）たまらんな」
というわけです。
　こちらで話してくれなくて、海外に行って、いきな
り知らないところでそんないいものがあったのかとい
うのが、すでに全世界に広がっていて、自分が知らな
いという……。「ああ、これやられていたら辛いな」
と思う反面、最初に、たとえば高野先生とお知り合い
で、最初にUFOの話を持ちかけられても、ちょっと
これはあやしいなという感じで、すぐには飛びつかず
慎重になっていたかと思うんですよ。
　そういうマスコミ、報道機関との心理を、たぶん高
野先生は、すでに知り尽くして、今の情報戦略がある
のかと思うのですが……これまでのエピソード、まだ
話していないことがあるかもしれませんので、何か情
報発信、マスコミ対策、いろいろお話しください。
高野
　何をしたかといいますと、UFOでまちづくりを始
めたときに、まず北海道の中のメディアの連絡先、住
所、ファクス番号を全部調べたんです。次に東北。要
するに石川県から、できるだけ遠いところです。情報
というのは、キャッチボールなんです。距離が長けれ
ば長いほど価値がある。地元の人よりも北海道の人に、
ここのことを知ってほしいんです。沖縄の人たちが、
ここのことを知らなければいけないんです。県内の人
が、知っているのは当たり前なんです。
　メディアの大事なことは何かというと、ここ以外の
土地の人が知ることなんです。人間というのは動物な
ので、動きのあるところには集まるのです。ネコと同
じなんです。じっとしていても動かないですよ。
　近くにあるものは、過小評価しますから、内側で価
値を認めるとさっきおっしゃっていただいたんですけ
ど、僕はそれはなかなかうまくいかないと思っている
んです。なぜかというと、消費者の心理というのは、
「今だけ」、「これだけ」、「ここだけ」が大事なんです。
この三要素がないと、駄目なんです。今だけですよ、
ここだけですよ、これだけですよ。この３つを理解し
て、醸し出していく。こののろしを、僕は上げること
ができればいいと思うんです。
　しかも、突飛なことでも構わないと思うんです。こ
こ加茂であれば、京都にある加茂は実はオリジナルは
ここだったんだと、そんな異説を唱えてみたり。「あ
れは京都が真似したんです。」という歴史学者みたい
なおじさんを一人つくってみて、「加茂市です。京都
の加茂は、ここがオリジナルなんです。」という。何だ、
京都は真似しただけなんだと、逆説的に鍵を開けてみ
たりとか。
　要するに、「はあ」という驚きとか何かがないと、
人は心を向けないんですね。ですから目と耳に対して
情報を入れたり、心を揺さぶる報道をきちんと流した
り。ここに人を集めるには、どこにもないことをやれ
ばいいんです。変わりますよ。
　だから、この地域に人を呼びたいとなると、ここに
しかないものをつくればいいんです。しかもそれは、
国内だけじゃなくて、世界に対して情報を発信するん
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です。そうしてここを着目させるんです。
　僕らは日本で一番高い酒をつくってみたんです。
720mlで３万３千６百円です。普通の人は絶対買わな
い、そんなお酒を作ってみたんです。県内で発表した
ら、県内の新聞に小さく書かれるだけなんです。だか
らあえて、有楽町にある外国人記者クラブへ持ち込ん
だんです。「米でつくった酒が、ブドウやムギでつくっ
たものに劣るんですか」という皮肉な看板を付けて。
つまり、ワインやウィスキーに劣るはずがないという、
挑戦状の看板なんです。それを、友好国の外国人記者
に対して、記者会見をやったんです。実際に飲んでみ
てくださいと言って、実はワインの酵母菌を使ったん
です。そうしたら、「まるでこれは、高級なワインだ。」
と言いだしたんです。
　彼らの体に染みついているのは、ワインが世界の最
高級品という価値観なんです。日本酒がちょっとでも
ワインに近づくだけで、まるでワインのような高級な
日本酒ができたといって、勝手に配信するんですから。
16カ国に配信されたから、価値があるんですよ。勝手
に宣伝してくれますから。それが逆輸入されてきて、
日本航空が飛びついたんです。
　ですから人の評価、価値の評価は誰でもいいんです。
とにかく、何かいいものがあれば、それを誰に評価さ
せるか。それによっても違ってくると思うんです。も
ちろん地元は大事だと思うけど、その地元の本当の意
味を多くに、キャッチボールできる国、相手をつくっ
ていくかなんです。それは「ここだけ」、「これだけ」、「今
だけ」です。情報もそうなんです。ものもそうだけど、
情報も、ここだけの情報です。これだけなんですよ。
今だけなんですよ。だからそれを出すことができれば、
演出することができれば、僕は可能だと思うんです。
　SNSとか世界中でつながっている今、世界的な規模
でものを考えてほしいんです。僕よりも先に、ローマ
法王に手紙を書いているのは、伊達政宗ですよ。ネッ
トも電報も、ファクスも、電話もない時代に、ローマ
法王に手紙を書いたんです。そのことをよく考えてほ
しいんです。
　今、ぼくらが考えるスケールは、本当に小さくなっ
ているんです。鎌倉時代、日蓮という人は、 閻
えん
浮
ぶ
提
だい
に
法華経の行者だと言っているんです。 閻浮提、つま
り地球で俺が一番法華経の行者だと。スケール感が違
うんです。日本のことだけ考えているのではないんで
す。この地球でと考えているんです。
　だから、今の私たちの考えは本当にスケールが小さ
い。この地域でという考えしか持たないんです。そう
ではなくて、地球でと考えて、極端な言い方かもしれ
ませんけれども、それを考えないと本当に地域プラン
なんて、できないのではないかなと思っているんです。
蛭子
　小さいところかもしれないけれども、やはり一人ひ
とり、例えばここに数名来ている人がいれば、一人ひ
とりがアクションを始めるかという部分で、足下を見
つめないといけないのかなと思うのですが。今井さん
はいかがでしょうか。
今井
　高野先生から、地域ブランドは外からつくっていく
ほうがうまくいくんじゃないかというお話をいただい
て、本当だなと聞かせていただきました。
　足下を見つめるということで、今回、テーマが「ま
ちづくりの未来図」ということなので、私はやはりま
ちづくりが人づくりなんだろうなと思っています。何
をするにも、結局は人がやることで、その人自身がき
ちんと思いを持って行動していかないと、事をなさな
いわけです。そう考えたときに、今の地域の現状であっ
たり、誰か困ったことがある、何かどうにかしてほし
いことがあると、「町が何とかしてくれ」「何でこれは
こうならないんだ、どうにかしろ」という、結局人任
せなんですよね。何か悪いことが起こると、「人のせい」、
「町のせい」です。では、「皆さんたちは、何がやれる
んですか？」「そのために何かやったんですか？」、と
いうところに主眼が置かれないのは、私は違うと思う
んですよ。
　そもそも私たちは、自分たちのことは自分たちでや
るべきだし、自助自立というのが根本だと思うんです。
そこを声掛けをしっかりして、子どもたちを育ててい
かないと。
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　私は、前職でリクルートという会社で広告営業の仕
事をさせてもらっていました。新卒採用とか、人事を
担当される方とお会いする機会か非常に多くて、その
方から常に、「年々、大学生の質が下がっている」と
言われ続けられたのです。「質が下がっているってど
ういうことですか？」と聞くと、「コミュニケーショ
ンがなかなか取れない。」と言う。「それってどういう
ことなんですか？」と聞いて気付いたことは、今まで
は１を言えば３ぐらいと、それに含まれる周辺のこと
も考えて理解してくれたんです。でも今の若い子たちは、
ひとつのことを言うと、ひとつしか理解してくれない。
１から10まで、全部言わないとできない。小学校でい
うと、「今日は外は寒いので、皆さん準備して出ましょ
うね」と言ったら、子どもたちは何を準備していいか
分からないそうなんです。「今日は外は寒いですから、
コートを着て、マフラーをして、手袋がある人は手袋
もして、ちゃんと外に出る準備をしましょうね。」と、
１から10まで全部言わないと分からない。でもそれは、
子どもたちが悪いのではなくて、そう育ててしまって
いる環境が悪いと思うんです。それは親かもしれない
し、地域なのかもしれない。今の親は、ああだこうだ
という話もたくさん出るんですけれども、でもその親
たちを育ててきたのは、その親の世代です。
　そういうのがあるからこそ、今もう一回立ち止まっ
て、社会はこれからどんどん厳しくなっていくと思う
ので、厳しくなっていく社会の中で、しっかり自立し
て貢献していく、たくましい子どもたちを育てていく
ことが、私はこのまちづくりの未来図だろうなと思っ
ています。
　それと同時に、あとはまちづくりといえば、よく言
われる、「よそ者」、「若者」、「ばか者」みたいに言わ
れると思うんです。では、よそ者の人たちが、本当に
何か頑張れる環境はあるのかというと、まだ少ないの
かなと思っています。どうしても、「村社会」という
んですか、外の人に対して排他的なところがなきにし
もあらずなのかなと、思っています。実際に地元の人
と話をすると、「自分は外から来て30年たって、やっ
とこの地域の人に認めてもらっているような気がする。」
というんです。
　私なんて生まれてから、その方よりも少ない年数し
かこの町にいないんですけど、この町の人間だと、地
域の人たちには思われていると思っているんですが、
外から来られている方だと、やはりどうしても自分は
外から来た人間なんだと見られているんですよね。で
もそれは、そう感じさせている、周りの環境だと思う
んです。
　だからこそ、もう少しよその方と、若者が活躍する
場だったり、環境を整える必要があるんじゃないかな
と思っています。これは例えばの話ですけれども、地
域に結婚してお嫁さんが来てくれたりするわけです。
今の現状だと、お嫁に来られた方って、地域のことな
んて分からないわけです。それはそうですよね。そこ
の場に生活しているわけではないのですから。
　でも、近所の人は、どこの家の嫁だということは、
何となく分かるんです。でも、そこの接点があまりな
いから、話し掛けもお互いしにくいし。何となく、そ
このうちの子だというのが分かるのだけれども、今は
こういう時代だし、知らない人に声を掛けられても返
事をしてはいけませんと言われると、子どもからすれば、
地域の人であっても関わりがないと、知らない大人な
ので、あいさつも返さなかったりすると、「なんであ
いさつされたのに、あいさつも返さないんだ。何なんだ。」
みたいに、思われると、もうそこで地域の関わりは途
切れてしまいます。そこの最初の入り口として、お嫁
さんが地域に来たといったら、小さい集落の単位でい
いと思うんですよ。行政区でいえば、地域があって、
その辺りに組とかあると思うんです。１区、２区、３
区とあり、その他で組とかがあると思うんです。その
組で、新しく越してこられた方がいたり、お嫁さんが
来たといったら、組単位で簡単な歓迎会など、そのた
めに私は行政として補助を出してもいいと思うんです。
そこで地域のコミュニティーが、しっかりとつくれる
と思うんです。
　初めて来られた方は不安なわけです。自分が受け入
れてもらえるかも分からないし。そういった中で、う
ちのところはこんなんだ、あそこは向かいの誰々だ、
あそこはどこどこの父ちゃんで何々が好きなんだみた
いな話をできる機会があって、そこで酒でも酌み交わ
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せれば、10回顔を合わせるより１回飲んだほうが、私
はつながりはできるのかなと思います。ですからそう
いったやり方も、すごく希薄になってきた地域のコミュ
ニティーづくりの手段のひとつでもあるのかと思うの
で、まちづくりの未来図ということで考えていけば、
やはりもう一度、地域のコミュニティーをしっかりと
構築して、人を個人個人それぞれ自助自立という精神
をしっかりと、教えるというか、それは背中で見せる
ことなのかもしれませんが、そういったことを子ども
たちに教えて、それを根本に持った社会の中で、しっ
かりと自立していける子どもたちを育てていくことが、
やはり私はまちづくりの大きなことなんじゃないかな
と、私個人としては考えています。
蛭子
　お時間になってしまいましたので、最後に高野先生
から、一言お願いできますか。
高野
　正しいことをやっていれば、たぶん町のためになる
んだろうということは、とにかくやってみればいいと
思うんです。僕は何回も口を酸っぱくして言うように、
論議することではないんです。行動することなんです。
やってから言ってほしいんです。やりもしないで、あ
あでもない、こうでもないばかりでは、何の意味もな
いと、思っているんです。
　集落の中でよくあったんです。「わしらも、そんな
こと考えていた」とおっしゃるんです。お年、いくつ
ですか、いつまで考えているんですか。考えているだ
けなら、サルでも考えているんです。本当に、なぜ行
動しないのか。「わしらも、そんなことはやろうと思っ
ていたんだ。」だと、ずっと思っているだけなんです。
行動していないですから。
　ですから、本当に人間が、知、体を持っている意味
は何か。頭だけで考えるのじゃないんです。体の持っ
ている意味は何か。これを使わないと、学べないのが
人なんです。目で学ぶだけであれば、人間は最初から、
首から下にすぐ足がはえるんです。なぜ五体があるの
か。この五体を使わないと、本当に学べないんです。
　私は、経営を学びました。実際にやってみたら難し
かったです。これが学びなんです。論理と学習、本当
に身を使わないとわからない。要するに体で読むんで
す。仏教では、お経を口で読むのではなく、体で読み
なさいと言われるんです。それは、実行しなさいとい
うことなんです。
　ですから、皆さんはまちづくりに関して論議して、
悪いことをしているわけではない。そしていろいろも
のを考えて、行動してみてください。これが一番大事
だと、僕は思っているんです。
　まとまってやる必要性はないと思うんです。一人で
も二人でも、心のあった２人でも３人だけでもいいと
思うんです。それがまとまって行動すればいいんです。
それが正しければ、いい方向で、本当に私心もなくやっ
ていれば、誰かが賛同してくれて、どんどん増えてい
くはずなんです。
　先ほど申し上げたように、本当に地域のビジョンっ
て何か。１個の人間です。ガリガリになっている手を
放っておく人間はいません。指がけがしていたら、み
んなで治そうとします。これが、僕は地域の理想だと
思っているんです。右手と左手がけんかをすれば、会
社だったら崩壊します。右手と左手がけんかするよう
な、地域社会があったら、もう壊れているんです。
　そうではなくて、痛みがあったら、みんなで治そう
とする。そして痩せているところがあったら、一生懸
命になってリハビリ運動すればいい。そうすると地域
は蘇ることができると、僕は確信しているんです。一
番小さな単位は人ですから。人に起こることは、市、
集落、地域に起こるんです。そう常々考えて、行動し
ています。
　究極はそこだと思っているんですね。本当に組織で
も何でもいいんですが、とにかくよく分かることは何
か。論議することは、悪いとは決して言わないんです
けど、本当に行動してほしいんです。その人の価値が
見えるときがあるんです。いつわかるか。皆さんご存
じですか。人間の価値がすぐわかるときがあるんです。
　私は僧侶をやっているから、わかったんです。葬儀
のときなんです。会社のために生きてきた人は、会社
中の人が来て泣きますよ。自分の人生を、地域の福祉
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にかけてきた人、福祉関係の人が来てみんな泣いてい
るんです。「惜しい人をなくした。」と言って。口だけ
で、何の命もかけてこなかった人は、誰も泣きません。
自分にしか命をかけてこなかったら、家族しか泣きま
せんから。これは本当に不思議なものですね。
　そのことに気が付いたのは、マザー・テレサなんで
す。私たちは、日蓮宗の僧侶です。日蓮宗のお坊さん
は、最近役に立たないから、役に立ってこようという
ことで、カルカッタへ毎年行ってたことがあったんです。
　マザー・テレサが来ているときに行って、いろいろ
な慰問地帯を、協力していたことがあったんです。
　お亡くなりになって、葬儀に僕らは参列できなかっ
たんですけれども、それが終わって半年後に行ったん
です。そうしたら、死を待つ人たちの家という石畳の
ところに足を抱えて、貧しい人たちが何人も泣いてい
るんです。亡くなって半年です。何か事件でも起こっ
たのですかと聞いたら、違っていたんです。半年前に
亡くなった、マザーのことが悲しいといってまだ泣い
ているんです。
　彼女の人生は、本当にインドの貧しい人たちに自分
の一生を捧げてきた人生なんです。だから彼女が亡く
なったら、貧困層がみんな泣いているんです。
　人は命×何か＝答えなんです。自分の命×何か＝答
えなんです。野球に人生をかけたら、命×野球ですから、
野球界の関係者の人を泣かせます。何かに掛けること
によって、人の価値というのは大きくなれるんですね。
　ですからそれを考えたときに、本当に地域社会のた
めに生きてきたならば、亡くなったとき、仏教の言葉
ですけれども、仏法を学ぶ前、まず己の隣人のことを
学ぶべし。後に神を学ぶべきだ。そのことを私自身は、
思っているんです。
　坊さんの説教じみてしまって、僕はそういう考え方
しか持っていないというか、そういうのを自分の経験
則として培ってきた人間でもありますし、そういうこ
としか言えないです。
蛭子
　ありがとうございました。時間がもう越えているん
ですが、お一人か二人、もし何かパネリストに質問が
ありましたら、手を挙げてください。
会場
　三条から来ています。質問はやめようかと思ったの
ですが、どうしても気になったので一つだけお聞きし
たいのですけれども。
　今、高野先生のお話の中で、有機野菜のお話があり
ました。大半の方は、いいものだろうと思ってそれを
目指して耕作したり、その肥料を使ったりしていると
思うのですが。もう少しそのお話を。
高野
　有機肥料を使うときには、完熟させてほしいんです。
完熟させるというのは、どういうことかというと、江
戸時代の農業書をよく見てください。５年から６年か
けて、完熟したものを、初めて全畑に使っているんで
す。今は、１年ですよ。先ほどのスライドで見せたよ
うに、１年でつくっている指導方法は誰が取ってきた
か。火薬奉行の仕事なんです。残念ながら、１年で有
機肥料は作れません。
　江戸時代でさえ、４年も５年もかけて、はじめて土
の香りがする、キノコの香りがするものを使っている
んです。極端な言い方をすると、牛が出した生糞を、
そのまま畑にまく人がいるんです。江戸時代にそんな
ことをやったら、たたかれますよ。有機肥料だからい
いだろう。野鳥が入っていいだろう。有機肥料だと
……違うんです。江戸時代の農業書をよく見てほしい
のは何かというと、野鳥を追っ払っている。なぜかと
いうと、野鳥が入って水にポタんとしてしまうと、米
が腐ったんですから。
　昔の米は、干し飯になったんです。背中に担いで、
日本中を旅する。しばらくすると、おにぎりはカチン
コチンになります。割って、お茶を入れて食べたんで
す。今の米では、ほとんどカビが生えて食べられませ
ん。なぜか、腐るんです。異物が入っているんです。
あるいは逆のケースがあるんです。３カ月も４カ月も
柔らかいまま。これはコンビニのおにぎりです。魔法
の水を掛けますから、蛇口でささっとやると溶けるん
です。何も生えませんよ。その両極端なんです。
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　私は有機栽培には反対していません。ただし、本当
に有機農法をやるんだったら、完熟したものを使って
ください。でないと、先ほど見せたスライドのように、
溶け始めますよ。何が溶かしているのか。溶ける正体
は、硝酸化合物なのです。硝酸が一生懸命食べてくれ
るんです。バクテリアが悪いんじゃないんです。食べ
てはいけないよ、こういったものを作ったときには、
必ず虫やバクテリアが来て食べてくれるんです。
　彼らが悪いんじゃないんです。間違ったものを作ろ
うとすると、害虫が悪いという発想、思想が悪いんで
す。この虫がいるからいけないんだ、こいつを殺して
しまえばいい。そう考えるんです、愚かな人間は。実
は違っていたんです。
　人が健康を害するようなものをつくると、虫が来て
食べてくれます。うそだと思うのなら、やってみてく
ださい。農薬、肥料、除草剤を一切使わないで、野菜
づくりをやってみてください。虫は来ませんよ、本当
に。僕は、木村さんの畑を見て、びっくりして驚いた
のはそこなんです。木村さんのリンゴ畑では害虫はい
ないのかといえば、いますよ。一生懸命になって、あ
るものを食べていたんです。それはアブラムシです。
　何を食べているんだろうと思って、そのウジムシを
つぶそうと思ったら、「高野さん、それつぶしちゃ駄
目なの。」と言うんです。「ええっ、先生、気持ち悪い。
それ何ですか？」とたずねると、「ヤマバエの幼虫」
と答えたんです。ヤマバエの幼虫は、農薬に非常に弱
いんです。そのヤマバエのこんな小さなウジムシが、
一生懸命アブラムシを食べていてくれたんですね。
　つまり、自然界というのは何かが何かの餌になって、
循環してバランスを保っているんです。私たちが間違っ
たものを作ったときには、必ず虫が来て食べてくれる
んです。未完熟の有機肥料を使うと、必ず腐る野菜が
できます。
　実験をやってほしいんです。自分でお作りになった、
有機トマトを食べないで放っておいてください。何が
起こるか見てください。腐ってくれば食べてはいけな
いものですね。普通は植物ですから、枯れるはずなん
です。山へ行って、植物をよく見てください。冬枯れ
を起こして、みんな枯れています。肥料をやっていな
い、雑草、山野草、みんな枯れていくんです。腐る野
菜、腐る植物、ほとんどありません。
　お店で売っている、完熟というのは、商品名であっ
て、完熟はしていません。ふたを開けると、アンモニ
ア臭がするとか、未完熟なんです。完熟したらアンモ
ニア臭なんかしません。腐敗臭もしません。土の香り
や、キノコの香りがするはずなんです。
　ですから、その辺のところを、言葉足りずで、説明
は不足したかもしれませんけれども、実際のところ、
有機栽培に否定はしませんけれども、未完熟の有機肥
料を使うと、農薬を使ったものよりもっと危ないもの
ができていますよということを、申し上げたわけです。
　
蛭子
　今日は高野先生のお話などを聞きまして、私個人的
には、「行動してほしい」、「可能性の無視は最大の悪策」
だということ、それから「成功するまで失敗し続けれ
ばいい」という言葉が胸に刺さりました。言葉で言う
のは簡単ですけれども、本当に難しいことだと思いま
す。ただ、やってこられた人も実際にいるので、自分
のことで申し訳ありませんが、これからも頑張ろうか
なと思っております。
　皆さま、長時間のご清聴ありがとうございました。
パネル・ディスカッションはここで終わりにしたいと
思います。
